
酸素欠乏危険作業を管理ボードで徹底管理 

酸欠危険作業の管理徹底及び管理の統一化を目的に、管理ボードを作成・実行 

①指示書・手順書で酸欠作業の打合せ 

  （発注者・元請・施工部署） 
②打合せ記録（様式-2）の作成：3年保存 

③作業条件設定：条件設定リストによる 

④作業主任者による作業開始前濃度測定 

⑤測定記録をボードと記録用紙（様式-3） 
 に記載する：様式-3の記録は3年保存 

⑥作業中は警報機付の測定器で連続測定 

⑦昼食等で中断した場合は、再測定・記録 

⑧以上の資料等を差し込み「見える化」 
※ 酸欠危険リスクを回避するために管理 

 ボードにより、抜け防止を図る 
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様式-2 



様式-3 

その日の作業開始前に所管部署で測
定・記入する。（発注部署、施工部署は
確認する） 
→酸素濃度：20.9％を確認後、発注部
署は施工部署に「着工許可」をだす。 

施工部署で測定・記入 

①作業主任者が記入 

②作業を中断後、現場へ 

 立入る場合に再測定する 

 



（裏）

測　　定　　基　　準

酸　素 硫化水素

測 (1) その日の作業を開始する前に行う。 (1) 同　左

定 (2) 作業を中断した時は、再び作業を開始する (2) 同　左

時 　　前に行う。

期

(1) 酸欠空気が侵入し、又は侵入する恐れのある位置 (1) 硫化水素が侵入し、又は侵入する恐れ

測 (2) 酸欠空気が停滞しやすい位置     のある位置

定 (3) 作業者が立ち入る位置 (2) 硫化水素が停滞しやすい位置

位 (4) 測定点数は５点以上 (3) 同　左

置 　　（垂直方向及び水平方向にそれぞれ３点以上 (4) 同　左

　　　測定すること）

　＜測定点の選び方の例＞

測 酸欠危険場所No.5,10は酸素欠乏・硫化水素危険作業 酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者

定 主任者、その他は酸素欠乏危険作業主任者又は酸素

者 欠乏・硫化水素危険酸欠作業主任者とする。

測 酸素濃度測定器 硫化水素濃度測定器
定
器

測 （酸素、硫化水素共通）

定 (1) 作業開始前の測定には監視人を置くこと。

時 (2) 測定場所の外部より測定すること。

の (3) 測定しようとする場所に、体の乗り入れ、立ち入りなどしてはならない。（保護具の着用）

注 (4) 転落のおそれがあるところでは、安全帯を着用すること。

意 (5) 可燃性ガスが存在する場所では、内部照明に定着式または携帯式で保護ガード付もしくは防爆は

　　防爆構造の電灯を用いること。

測 (1) 酸素

定 酸素濃度 　 対　　　　　　　策

結 ２０．９％未満

果

に

基

づ (2) 硫化水素

く 硫化水素濃度 　 対　　　　　　　策

対 １０ppmを超過

策

換気により硫化水濃度を１０ppm以下に保つこと。換気が不可
能な場合には、送気式マスク等を着用すること。

換気により酸素濃度を２０．９％に保つこと。換気が不可能な
場合には、送気式マスク等を着用すること。

（Ａ）基礎杭，井筒，

　　　　　マンホール

　原則として三つの

　深さで各３ヶ所測定

（Ｂ）コンルーフ型タンク

　全マンホールの下を各

　三つの深さで測定

（Ｃ）浄化槽，貯水槽，船倉，熟成室

　まずマンホールの直下①～③を測定

　し、　 は空気呼吸器等を装着して

　測定。

（Ｄ）球型ガスホルダー

　頂上のマンホール直下３点

　と赤道上のサンプリング孔

　を測定。
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酸素欠乏危険作業主任者 

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者 
の職務 

 

  1. 酸素欠乏危険作業の指揮 

  2. 作業前に測定器具、換気装置、送気式 

  マスク、空気呼吸器の点検 

  3. 作業前および作業中の酸素濃度、硫化 

  水素濃度（第２種酸素欠乏危険作業に 

  限る）の測定 

  4. 換気の実施又は送気式マスク、空気呼 

  吸器の着用の指示と着用状況の監視 

  5. 作業前、作業中および作業終了時の作 

     業者の把握 

  6. 異常事態発生時の連絡措置と救急措置 

     対策 
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